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し
ゅ 

 

六
月
二
十
一
日
（
木
）、
岡
山
県
、
早
島
町
、
岡
山

商
工
会
議
所
、
倉
敷
商
工
会
議
所
よ
り
特
別
会
員
を

お
迎
え
し
、
一
般
会
員
一
〇
八
名
（
内
委
任
状
出
席

五
三
名
）
の
出
席
の
も
と
、
岡
山
流
通
会
館
に
て
当

協
議
会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
開
始
に
あ
た
り
、
当
協
議
会
の
岡
﨑
会
長
よ

り
「
当
流
通
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
大
型
物
流
施
設
の

建
設
に
よ
る
周
辺
ア
ク
セ
ス
道
路
の
混
雑
、
パ
ー
ト

社
員
の
採
用
難
な
ど
新
た
な
懸
案
事
項
が
出
て
き
た

こ
と
に
加
え
、
国
道
２
号
線
バ
イ
パ
ス
の
交
通
渋
滞

の
慢
性
化
は
年
々
激
し
さ
を
増
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
流
通
セ
ン
タ
ー
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
『
立

地
の
優
位
性
』
や
『
交
通
の
利
便
性
』
を
活
か
す
た

め
、
当
協
議
会
と
し
て
は
、
こ
の
交
通
問
題
を
最
重

要
課
題
と
し
て
捉
え
、
物
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

十
分
に
発
揮
し
、
企
業
活
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
関
係
行
政
機
関
並
び
に
関
係
団
体
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

後
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
中
川
真
寿
男 

早
島
町
長
よ

り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
岡
﨑
会
長
が
議
長
に
就
任
し
、
下
記

の
議
案
を
審
議
し
た
上
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
号
議
案 ｢

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
並
び
に 

 
 

収
支
決
算
報
告
書
の
承
認
に
つ
い
て｣ 

 

※
中
壷
監
事
よ
り
監
査
報
告
。 

第
二
号
議
案 ｢

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支

予
算
案
並
び
に
負
担
金
案
の
承
認
に
つ
い
て｣ 

 【
平
成
三
十
年
度
の
主
な
事
業
】 

①
流
通
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整
備 

②
駐
車
場
・
交
通

安
全
対
策 

③
害
虫
駆
除
・
野
犬
対
策 

④
街
灯
・

防
犯
灯
の
設
置
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
の
検
討 

⑤
新
愛

称
「
ソ
リ
ュ
ッ
セ
岡
山
」
の
Ｐ
Ｒ
等 

⑥
危
機
管
理

対
策 

⑦
研
修
会
、
講
習
会
等
の
開
催 

⑧
情
報
提

供
の
充
実 

⑨
親
睦
福
利
厚
生
事
業
等 

⑩
そ
の
他 

       

当
協
議
会
総
会
に
先
立
ち
、
同
日
、
岡
山
県
総
合

流
通
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
の
定
時
株
主
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
山
本
代
表
取
締
役
の
挨
拶
の
後
、
次

の
議
案
を
審
議
し
、す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
号
議
案
「
第
二
十
八
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計 

 
 

算
書
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
個
別
注 

記
表
承
認
の
件
」 

第
二
号
議
案
「
自
己
株
式
取
得
の
件
」 

 

 

岡山市北区大内田714番地1  
TEL:(086)292-5551／FAX:292-5552 
E-mail：ryutuu@optic.or.jp 

 

 

 

 

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社 

 
 

第
二
十
八
回 

定
時
株
主
総
会
開
催 

平
成
三
十
年
度 

通
常
総
会
開
催 

mailto:ryutuu@optic.or.jp
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こ
の
度
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
、
岡
山
で

も
、
六
十
名
を
超
え
る
大
勢
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
た
他
、
住
宅
浸
水
等
甚
大
な
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
流
通
セ
ン
タ
ー
も
例
外
で
は
な
く
、
社

員
の
被
災
や
施
設
の
漏
水
、
車
両
及
び
食
品

の
浸
水
等
、
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
当

セ
ン
タ
ー
内
の
各
社
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
被

害
状
況
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

  
 

◆ 

被
災
欠
勤
…
一
二
名 

◆ 

社
屋
漏
水
…
四
件 

◆ 

商
品
破
損
…
一
件 

◆ 

納
品
遅
延
…
五
件 

◆ 

そ
の
他
（
間
接
的
被
害
）
…
一
件 

         

西
日
本
豪
雨
で
岡
山
県
内
の
多
く
の
地

域
が
被
災
し
た
こ
と
を
受
け
、
当
流
通
セ
ン

タ
ー
内
に
あ
る
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
が
国
か

ら
の
支
援
物
資
を
集
積
す
る
物
資
拠
点
と
し

て
稼
動
し
ま
し
た
。
当
協
議
会
に
も
協
力
要 

   

請
が
あ
り
、
会
員
企
業
か
ら
人
員
・
パ
レ
ッ
ト
・

ス
ト
レ
ッ
チ
フ
ィ
ル
ム
等
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

                      

    

 

昨
年
十
二
月

よ
り
行
わ
れ
て

い
た
、
岡
山
流

通
会
館
西
側
の

共
同
月
極
駐
車

場
再
整
備
工
事

が
今
年
二
月
に

完
了
し
、
整
備

前
に
は
一
八
〇

台
で
あ
っ
た
収

容
台
数
が
、
整

備
後
に
は
二
一
八
台
へ
と
大
幅
に
拡
張
さ
れ
ま

し
た
。 

な
お
、
同
駐
車
場
は
予
定
し
て
い
た
通
り
、

平
成
三
十
年
度
前
半
の
取
得
に
向
け
、
現
在
岡

山
県
と
最
終
的
な
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

    
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
物
流
総
合
効
率
化
法
）
の
改

正
に
伴
い
、
都
市
計
画
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
当

流
通
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
も
両
備
不
動
産
の
開
発

地
で
あ
る
「
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
タ
ウ
ン
・
瀬
戸
中

央
流
通
セ
ン
タ
ー
」（
下
図
参
照
）
が
本
格
的
に 

          
 

        

稼
働
を
始
め
て
い
る
他
、
地
元
不
動
産
業
者
に

よ
る
「
ロ
ジ
ス
早
島
」（
右
図
参
照
）
の
造
成
が

進
め
ら
れ
る
な
ど
、
物
流
施
設
の
立
地
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
。 

国
道
２
号
線
に
近
く
、
中
四
国
の
中
間
地
点

に
位
置
す
る
当
流
通
セ
ン
タ
ー
周
辺
は
大
変
利

便
性
が
よ
く
、
倉
庫
業
・
配
送
業
に
と
っ
て
は

好
立
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
ま
す
ま
す
周

辺
開
発
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

    

岡山県総合流通センター 

 

瀬戸中央流通センター 

 

早島小学校 

 

マスカットスタジアム 

 

早島インターチェンジ 

 

ロジス早島 

 

岡
山
流
通
会
館
西
側
の 

駐
車
場
再
整
備
工
事
完
了 

流
通
セ
ン
タ
ー
周
辺
の 

 
 
 
 
 

山
林
開
発
活
発
化 

岡
山
市 

物
流
施
設
の
立
地
支
援 

―
補
助
制
度
を
創
設
― 

 

《 
西
日
本
豪
雨
災
害
に
お
け
る
被
害
と
取
組
み 

》 

 

コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山 

 
 

物
資
拠
点
と
し
て
稼
動 

 

流
通
セ
ン
タ
ー
内
被
害
状
況 

こ
の
度
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
被
災 

さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い 

申
し
上
げ
ま
す 

 
 

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
、 

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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岡
山
市
で
は
、
物
流
総
合
効
率
化
法
の
改
正

に
伴
う
都
市
計
画
規
制
の
緩
和
に
よ
り
、
公
的

団
地
用
地
だ
け
で
な
く
、
民
有
地
へ
の
物
流
施

設
に
も
補
助
対
象
を
拡
充
し
「
岡
山
市
物
流
施

設
誘
致
促
進
奨
励
金
」
の
補
助
を
行
う
な
ど
、

岡
山
市
内
へ
の
物
流
施
設
建
設
を
目
指
し
て
積

極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
支

援
・
補
助
に
関
し
て
は
左
記
の
通
り
で
す
。 

      
 

                

今
年
二
月
五
日
、
岡
山
流
通
会
館
に
、
日
本

銀
行
岡
山
支
店
長 

藤
田 

研
二
氏
を
お
招
き
し
、

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
「
最
近

の
金
融
経
済
情
勢
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
日
本

経
済
か
ら
岡
山
県
の
卸
売
業
等
の
業
況
に
至
る

ま
で
、
日
本
経
済
を
取
り
巻
い
て
い
る
情
勢
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
団
地
内
企

業
か
ら
は
五
四
名(

三
五
社
）が
受
講
し
ま
し
た
。 

 ※
講
演
要
旨
は
今
年
二
月
時
点
の
デ
ー
タ
に
基 

 

づ
く
も
の
で
す
。
現
在
と
は
状
況
が
変
わ
っ 

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
含
み
下
さ
い
。 

 

【 

講
演
要
旨 

】 

(

一) 

我
が
国
経
済
の
動
向 

我
が
国
経
済
の
動
向

に
つ
い
て
、
日
本
銀
行

で
は
「
緩
や
か
な
拡
大

が
続
い
て
い
る
」
と
い

う
表
現
を
し
て
い
る
。

比
較
的
日
本
経
済
が
良

好
で
あ
る
背
景
に
は
海

外
の
需
要
が
あ
る
。 

世
界
経
済
の
見
通
し
も
明
る
く
、
そ
れ
に
よ

り
我
が
国
の
輸
出
の
先
行
き
も
増
加
強
調
を
た

ど
る
と
み
て
い
る
。
外
生
需
要
も
、
日
本
全
体

と
し
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
災
害
復
興
の
影
響

も
あ
り
、
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。 

労
働
需
要
は
引
き
締
ま
り
が
続
い
て
い
る

状
態
で
、
有
効
求
人
倍
率
は
バ
ブ
ル
を
超
え
る

程
度
ま
で
上
が
り
、
失
業
率
も
３
％
を
割
り
込

む
水
準
。
と
は
言
え
、
労
働
力
率
が
上
昇
し
て

い
て
も
企
業
の
人
手
不
足
感
は
、
バ
ブ
ル
の
頃

に
迫
る
ま
で
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
状
況
。
一

方
非
正
規
雇
用
者
と
し
て
働
く
方
の
割
合
は
、

景
気
回
復
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
減
少
し
て
お

り
、
長
い
目
で
見
て
日
本
経
済
全
体
の
生
産
性

を
上
げ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
る
。 

日
本
経
済
が
良
好
な
環
境
に
あ
っ
て
も
物
価

が
上
が
ら
な
い
原
因
は
正
社
員
の
所
定
内
給
与

が
上
が
ら
な
い
た
め
。
と
は
言
え
、
過
去
の
例

か
ら
す
る
と
、
日
本
も
二
〇
一
九
年
度
に
か
け

て
は
目
標
と
し
て
い
る
二
％
の
物
価
上
昇
が
達

成
さ
れ
て
い
く
と
考
察
す
る
。 

 (

二) 

岡
山
県
経
済
の
状
況 

岡
山
県
の
経
済
は
日
本
経
済
の
縮
図
の
よ

う
な
も
の
で
大
差
は
な
い
。
輸
出
に
つ
い
て
は

ア
ジ
ア
向
け
の
需
要
が
一
定
の
広
が
り
を
見
せ

て
お
り
、
生
産
の
持
ち
直
し
が
明
確
と
な
っ
て

い
る
。
個
人
消
費
や
設
備
投
資
も
増
加
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
設
備
の
不
足
感
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
要
因
。
雇
用
の
不
足
感
は
全
国

以
上
で
、
有
効
求
人
倍
率
を
見
て
も
全
国
有
数

の
高
さ
。
人
手
不
足
感
も
相
当
強
い
。
こ
う
し

た
理
由
も
あ
り
全
体
と
し
て
雇
用
者
所
得
は
増

加
、個
人
消
費
は
持
ち
直
し
の
傾
向
と
言
え
る
。 

 (

三) 

卸
売
業
、
運
輸
業
の
業
況 

卸
売
業
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
は
緩
や
か

に
足
元
が
回
復
し
て
き
て
い
る
が
、
中
小
企
業

は
や
っ
と
プ
ラ
ス
の
領
域
に
入
っ
て
き
た
と
こ

ろ
。
こ
れ
は
仕
入
れ
価
格
の
上
昇
に
対
し
て
、

販
売
価
格
の
上
昇

が
低
い
こ
と
が
理

由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
卸
売
業
の

構
造
変
化
に
つ
い

て
は
、
流
通
の
ス

リ
ム
化
が
進
む
中

で
小
売
業
者
、
産

業
使
用
者
向
け
へ

の
割
合
が
減
少
し

て
い
る
。 

運
輸
業
に
つ
い

て
は
、
岡
山
は
大

口
貨
物
出
荷
量
で
全
国
的
に
上
位
を
占
め
て
お

り
、
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
一
方
倉
庫
業
に

関
し
て
は
、
全
国
の
動
き
に
比
べ
て
、
回
復
が

少
し
遅
め
の
状
態
。 

     

今
年
の
一
、
四
、
六
月
の
第
三
金
曜
日
、
朝

八
時
よ
り
団
地
内
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
し

た
。毎
回
三
百
名
以
上
の
参
加
が
あ
り
、各
班
、

掃
除
重
点
箇
所
を
中
心
に
、
一
月
に
は
落
ち
葉

掃
き
、六
月
に
は
草
刈
り
を
主
に
行
い
ま
し
た
。 

            

次
回
は
十
月
十
九
日
（金
）に
実
施
予
定
で
す 

【 参加状況 】 
 

★平成29年度第４回一斉清掃  

 1月21日 311名(123社) 

★平成30年度第１回一斉清掃 

 4月20日 310名(115社) 

★平成30年度第2回一斉清掃 

 6月15日 309名(116社) 

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

 
 
 

―
日
本
銀
行 

岡
山
支
店
長 

 
 
 
 

藤
田 

研
二
氏 

ご
講
演
― 

一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
！ 

建物固定資産評価額×９％＋土地固定資産評価額×３％ 
（限度額３億円） 

【 交付要件 】 

○用地取得面積 

公的団地用地1,000㎡以上 / 民有地 5,000㎡以上 
 
○固定資産投資 

 5億円（中小企業2億円）以上 
 
○新規常用雇用者 

 10人（中小企業5人）以上 
 
【 補助内容 】 

○土地建物補助金 

 

 

 

○人材確保奨励金 

市内に住所を有する新規常用雇用者 1日あたり20万円 

※障害者は1人あたり40万円 
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平
成
三
十
年
度
分
の
吉
備
地
区
（
岡
山
市
） 

へ
の
防
犯
灯
設
置
箇
所
が
決
定
し
ま
し
た
。
設 

置
左
図
（
丸
印
）
の
五
ヵ
所
を
予
定
し
て
い
ま 

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
協
議
会
で
設
置
・
管
理 

す
る
防
犯
灯
の
設
置
数
は
、
吉
備
地
区
で
は
二 

〇
灯
と
な
り
ま
す
。
早
島
町
へ
の
防
犯
灯
設
置 

に
つ
い
て
は
、現
存
の
ソ
ー
ラ
ー
灯
を
撤
去
し
、 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
新
設
す
る
予
定
で
、
設
置
場
所
に 

つ
い
て
は
現
在
調
整
中
で
す
。 

 
 

                

当
協
議
会
会
員
の
一
一
二
社
を
対
象
に
、
平 

成
三
十
年
五
月
一
日
現
在
ま
で
の
従
業
員
数 

及
び
年
間
売
上
高
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し 

た
。
回
答
の
あ
っ
た
事
業
所
は
、
一
一
二
社
（
前

年
度
一
一
一
社
）
で
、
従
業
員
数
合
計
は
四
九

八
四
名
と
、
昨
年
度
の
四
九
九
一
名
と
比
べ
ほ

ぼ
同
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

内
訳
を
見
る
と
、
正
社
員
数
は
昨
年
度
よ
り

約
一
％
増
え
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
増
加
傾

向
に
あ
っ
た
パ
ー
ト
・
嘱
託
等
は
三
年
ぶ
り
に 

                        

約
六
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

 

全
従
業
員
数
に
占
め
る
正
社
員
の
割
合
は
、 

約
六
〇
・
九
％
で
、
昨
年
度
の
約
五
九
・
六
％ 

と
比
べ
る
と
若
干
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、 

新
規
加
入
企
業
の
正
社
員
数
を
加
味
し
た
上
で 

の
増
加
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
流
通
セ
ン
タ
ー
内 

の
正
社
員
の
割
合
は
前
年
度
横
這
い
で
あ
る
こ 

と
が
伺
え
ま
す
。 

 
 

                   

な
お
、
売
上
高
に
関
し
て
は
、
新
規
公
表
分 

と
非
公
開
分
に
お
け
る
差
額
が
昨
年
度
と
比
べ 

マ
イ
ナ
ス
六
三
八
六
百
万
円
あ
る
た
め
、
大
幅 

な
減
少
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
は
、
昨
年
度
の
二
八
社 

か
ら
三
十
社
へ
増
加
し
ま
し
た
。
公
表
可
と
の 

ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
企
業
は
、
左
記
の
二
一 

社
で
す
。 

 

《 

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所 

》(

順
不
同) 

 

加
藤
産
業
㈱
・
㈱
誠
屋
・
浅
野
産
業
㈱
・
㈱
あ
ら 

た
・
シ
ー
ア
ー
ル
物
流
㈱
・
コ
バ
シ
倉
庫
㈱
・
名 

糖
運
輸
㈱
・
㈱
イ
ト
ー
キ
・
オ
ー
ジ
ー
物
流
㈱
・ 

㈱
ジ
ッ
プ
・
㈱
コ
ク
ヨ
ロ
ジ
テ
ム
・
㈱
エ
バ
ル
ス
・ 

㈱
サ
ン･

エ
ク
ス
・
㈱
日
本
ア
ク
セ
ス
・
丸
協
運
輸 

㈱
・
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
・
岡
山
流
通
会
館 

 

新
規  

三
菱
食
品
㈱
・
住
協
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
・ 

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
鋼
管
管
材
㈱
・
藤
徳
物
産
㈱ 

     

一
月
十
八
日
、
岡
山
流
通
会
館
ベ
ン
ダ
ー
ル

ー
ム
に
て
半
年
振
り
と
な
る
献
血
事
業
を
行
い

ま
し
た
。 

 

寒
い
中
に
も

関
わ
ら
ず
二
二

名
（
一
二
社
）
の

方
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

  
 

  
 

 
 

      《平成３０年度流通センター内労働者数及び売上高》 
 （ ）は前年度                             平成３０年５月１日現在 

 正 社 員 パート・ 

嘱託等 
総 計 

流通ｾﾝﾀｰ内 

年間売上高 
（単位：百万円） 男性 女性 計 

吉備地区 

76社 

1,392 344 1,736 860 2,596 285,360 

(1,369) (327) (1,696) (954) (2,650) (287,748) 

早島地区 

36社 

1,013 291 1,304 1,084 2,388 116,423 

(1,051) (183) (1,234) (1,107) (2,341) (117,341) 

合計 112社 2,405 635 3,040 1,944 4,984 401,783 

(111社) (2,420) (510) (2,930) (2,061) (4,991) (405,086) 

 

 

63.4% 62.9%

63.6%

58.7%

61.0%

56.0%

57.0%

58.0%

59.0%

60.0%

61.0%

62.0%

63.0%

64.0%

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度

全従業員数に占める正社員の割合 推移

  

献
血
事
業
実
施 
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《
ご
協
力
い
た
だ
い
た
企
業
》（
敬
称
略
） 

  
東
海
澱
粉
・
冨
士
丸
物
産
・
エ
ル
ジ
オ
・ 

 

木
村
商
会
・
住
協
ウ
イ
ン
テ
ッ
ク
・
ト
ラ 

 

ス
ト
ワ
ン
・
北
勢
工
業
・
ム
ラ
カ
ミ
・
ヒ 

メ
プ
ラ
・
名
糖
運
輸
・
オ
ー
ジ
ー
物
流
・ 

 

当
協
議
会
事
務
局 

               

二
月
一
六
日
と
二
十
一
日
の
二
日
間
、
㈱
Ｓ

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ 

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
の
竹
本 

幸
史
氏

を
講
師
に
お
迎
え
し
、
岡
山
流
通
会
館
研
修
室

に
て
、
営
業
や
販
売
の
中
堅
層
を
対
象
に
し
た

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
は
、
当
協
議
会
が
厚
生
労
働
省 

助
成
事
業
・
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
の
今
年
度

実
施
団
体
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。 

流
通
セ
ン
タ
ー
内
企
業
か
ら
は
八
名
（
五
社
）

が
参
加
し
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
手
法
の
活
用

方
法
や
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
営
業
、
ま
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
予
備
方
法
等
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。 

《 

受
講
者
の
声 

》 

・
他
社
の
様
子
が
よ
く
分
か
り
、
有
意
義
な
研 

修
だ
っ
た
。 

・
分
析
手
法
や
ア
ク
シ
ョ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ
を 

実
践
し
た
い
。 

・
顧
客
分
析
が
最
も
参
考
に
な
っ
た
。
今
後
、 

自
社
に
お
い
て
も
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
の
変
化 

や
流
行
り
に
合
わ
せ
て
実
践
し
て
い
け
る 

と
思
っ
た
。 

・
座
学
だ
け
で
な
く
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
よ 

 

り
実
践
的
な
研
修
だ
っ
た
。 

                
 

  

  

五
月
二
十
五
日
（
金
）、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ウ
ル
に
て
、
第
三
十
六
回
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
、
参
加
者
一
二
一
名
・
二
〇
社
（
前

年
度
一
〇
九
名
・
一
五
社
）
と
、
昨
年
度
よ
り

も
多
く
の
方
や
企
業
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

今
年
度
も
個
人
戦
の
他
に
、
レ
ー
ン
毎
の
平

均
点
で
争
う
レ
ー
ン
対
抗
戦
を
行
い
ま
し
た
。

個
人
戦
で
は
、
男
女
総
合
順
位
の
ど
真
ん
中
の

方
へ
贈
呈
さ
れ
る
「
ど
真
ん
中
賞
」、
男
性
の

当
日
賞
、
女
性
の
当
日
賞
（
今
年
は
二
五
位
）

を
新
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
Ｓ
Ｗ

Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
」、「
千
屋
牛
一
㎏
」「
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
一
万
円
分
」
と
い
っ
た
豪
華
目
玉
賞
品
を
特

別
賞
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。 

参
加
者
の
中
に
は
優
勝
を
目
指
し
て
ハ
イ

ス
コ
ア
を
狙
う
方
も
い
れ
ば
、
あ
え
て
豪
華
賞

品
が
あ
た
る
中
間
順
位
を
狙
う
方
も
お
ら
れ
、

参
加
者
各
々
が
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
い
る
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
は
初
参

加
の
企
業
も
あ
り
、
同
じ
職
場
の
仲
間
だ
け
で

は
な
く
、
他
企
業
間
で
の
交
流
も
見
ら
れ
、
親

睦
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

来
年
度
も
豪
華
目
玉
賞
品
を
多
数
揃
え
て

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
今
年
参
加
で
き
な

か
っ
た
方
も
来
年
度
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し

た
企
業
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                           

 
  

営
業
・
販
売  

中
堅
層
向
け
研
修
会
開
催 

 

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催 

 

【男子の部成績】（敬称略） 
 

優 勝 小坂剛史(三和鋼管)    351点 

準優勝 畑山 翔（あらた）    344点 

第３位 大久保亮（サンゲツ） 326点 
 

【女子の部成績】（敬称略） 
 

優 勝 大橋加代子(常照園)   291点 

準優勝 石井恵理子(トーホク)  273点 

第３位 原 和美(冨士丸物産）  268点 
 
 

【団体優勝】 
 

㈱常照園 アベレージ 150.5点 
 

男子優勝：小坂剛史さん 女子優勝：大橋加代子さん 

ど真ん中賞：高原淳史さん 当日賞：増田静子さん 当日賞：三浦 誠さん 

次
回
の
実
施
（
予
定
） 

 

九
月
十
二
日
（
水
） 

午
後
二
時
半
～
午
後
四
時
半 

※
午
後
の
時
間
帯
で
す
。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1520472517/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5vbmlrdTExMjkuY29tL2ltYWdlL2l0ZW0vcy9maXJzdC1wcml6ZV9zLWthcnViaS5qcGc-/RS=^ADBoahqUbUTVvSpxbMk5SeA2cByIR0-;_ylt=A2RimU5FQJ9ahDsAMACU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1520472517/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5vbmlrdTExMjkuY29tL2ltYWdlL2l0ZW0vcy9maXJzdC1wcml6ZV9zLWthcnViaS5qcGc-/RS=^ADBoahqUbUTVvSpxbMk5SeA2cByIR0-;_ylt=A2RimU5FQJ9ahDsAMACU3uV7
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二
月
十
五
日
、
安
全
運
転
喚
起
を
目
的
と 

し
た
交
通
安
全
講
習
会
が
岡
山
流
通
会
館 

に
て
開
講
さ
れ
、
四
一
名
（
一
八
社
）
が
参 

加
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
岡
山
西
警
察
署 

交
通
第
一
課
の
茅
原
氏
を
お
招
き
し
、
最
近 

の
事
故
発
生
状
況
と
防
止
策
等
に
つ
い
て 

講
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
習
や 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
を
通
し
て
、
参
加
者
は
身
近 

に
起
き
る
交
通
事
故
の
現
状
や
、
交
通
事
故 

が
引
き
起
こ
す
悲
惨
な
現
実
に
つ
い
て 

学
び
ま
し
た
。 

【 

講
習
要
旨 

】 

 

晴
れ
の
日
に
比
べ
雨
の
日
は
一
・
五
倍
、

雪
の
日
は
四
倍
事
故
が
起
き
や
す
い
。
岡
山

県
で
の
一
日
の
総
事
故
件
数(

人
身
事
故
と

物
損
事
故
の
総
計)

は
約
一
八
〇
件
、
雨
の
日

に
な
る
と
二
〇
〇
件
を
超
え
、
雪
の
日
に
な

る
と
四
〇
〇
件
近
い
事
故
が
発
生
す
る
。
去

年
一
年
間
の
総
事
故
件
数
は
五
万
七
六
五

七
件
で
、
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
マ
イ
ナ
ス

一
九
八
件
。
亡
く
な
っ
た
方
は
九
七
人
で
内

五
四
名
が
高
齢
者
。
今
年
は
、
す
で
に
総
事

故
件
数
六
千
件
を
超
え
、
二
月
十
四
日
の
時

点
で
六
七
七
一
件(

昨
年
比
マ
イ
ナ
ス
二
四

九
件)

、
亡
く
な
っ
た
方
は
七
人(

昨
年
十
一

人)

。
高
齢
者
に
よ
る
事
故
も
目
立
っ
て
き
て

い
る
。
高
齢
者
で
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
場
合

は
、
早
め
に
免
許
証
を
返
納
し
て
ほ
し
い
。 

交
通
量
が
多
い
と
こ
ろ
を
除
き
、
夜
間
走
行

時
は
上
向
き
ラ
イ
ト
を
推
奨
し
て
い
る
。
上
向

き
ラ
イ
ト
だ
と
下
向
き
ラ
イ
ト
の
二
倍
の
距
離

ま
で
見
え
る
た
め
、
危
険
予
測
し
や
す
く
事
故

防
止
に
な
る
。
合
図
は
左
右
に
曲
が
る
三
十
ｍ

手
前
、
車
線
変
更
時
は
、
三
秒
前
に
出
す
な
ど

早
め
に
心
が
け
る
こ
と
が
必
要
。 

ま
た
走
行
中
は
自
転
車
が
飛
び
出
し
て
く

る
か
も
し
れ
な
い
、
と
予
測
運
転
す
る
こ
と
が

大
切
。
西
警
察
署
管
内
で
も
三
、
四
割
は
自
転

車
が
絡
む
人
身
事
故
と
な
っ
て
い
る
。 

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
行
っ
て
は
い
け
な
い

が
、
西
署
管
内
で
も
月
に
一
～
二
人
捕
ま
る
。

今
は
見
つ
か
っ
た
時
点
で
、
現
行
犯
逮
捕
・
免

許
取
り
消
し
・
罰
金
（
五
十
万
円
）。
何
時
間
も

前
に
飲
ん
で
い
て
も
体
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残

っ
て
い
れ
ば
飲
酒
運
転
に
な
る
。 

 

   
                                        

三
月
七
日
（
水
）、
春
の
全
国
火
災
予
防
週 

間
に
、岡
山
市
西
消
防
署
か
ら
文
谷
氏
他
三
名 

を
お
招
き
し
、春
季
火
災
予
防
訓
練
を
実
施
し 

ま
し
た
。
参
加
者
六
二
名
（
三
一
社
）
は
、
講 

演
を
聞
い
た
後
、消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練 

な
ど
も
実
際
に
行
い
ま
し
た
。 

【 

防
災
講
話
―
Ｄ
Ｖ
Ｄ
要
約
― 

】 

住
宅
火
災
で
の
死
亡
原
因
一
位
は
、煙
の
影 

響
に
よ
る
も
の
。
煙
は
上
に
上
が
る
た
め
、
天

井
か
ら
溜
ま
っ
て
い
き
、一
般
的
な
住
宅
だ
と
、

火
が
つ
い
て
か
ら
三
分
程
度
で
す
ぐ
に
煙
が

部
屋
中
に
充
満
す
る
。煙
は
と
て
も
細
か
い
粒

で
で
き
て
お
り
、吸
い
込
む
と
息
が
で
き
な
く

な
る
。
煙
だ
け
で
な
く
、
無
臭
の
一
酸
化
炭
素

な
ど
の
有
毒
ガ
ス
が
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
、

吸
い
込
ん
で
し
ま
う
と
、
中
毒
症
状
に
な
り
、 

気
絶
し
、結
果
助
か
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

煙
が
充
満
し
て
く
る
と
、
視
界
が
遮
ら
れ
、
慣

れ
て
い
る
場
所
で
も
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
入
口

を
見
失
う
こ
と
も
あ
る
。 

 

《
火
事
が
起
こ
っ
た
際
の
対
処
方
法
》 

①
火
事
を
発
見
し
た
ら
大
声
で
周
り
に
知
ら

せ
な
が
ら
避
難
す
る
。 

②
煙
は
上
か
ら
た
ま
っ
て
い
く
た
め
、
姿
勢
を

低
く
し
、
煙
を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。 

③
煙
を
か
き
乱
さ
な
い
た
め
に
も
、
走
っ
た
り
、

急
な
行
動
を
し
た
り
し
な
い
。 

④
貴
重
品
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
一
刻
も
早
く
脱
出

す
る
こ
と
を
優
先
す
る
。 

⑤
煙
を
吸
い
込
ま
な
い
た
め
に
、
タ
オ
ル
や
ハ

ン
カ
チ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
る
。 

⑥
階
段
や
通
路
に
煙
が
充
満
し
て
い
て
使
え
な

い
と
き
は
出
口
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
出
や
す
い

場
所
か
ら
避
難
す
る
。 

交
通
安
全
講
習
会
開
講 

火
災
予
防
訓
練
実
施 
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会員企業紹介 

所在地 岡山市西古松西町９番１０号 

事業所 岡山県都窪郡早島町矢尾８４５  

TEL 086-293-5008 

 

 

わたしたちは環境に優しく、軽くて清潔な 

ステンレス鋼板、アルミ製品をお届けしています。 

【営業品目】 

ステンレス鋼板、ステンレス管、ステンレス線、ステンレス熔材、 

チタン・ニッケル伸銅品、アルミ丸棒・角棒・管・線・型材（全般） 

アルミ板・条（全般）、錫製品 等 
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◆
流
通
セ
ン
タ
ー
内
代
表
者
異
動(

敬
称
略) 

㈱
外
林 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

丸
尾 

裕
一 

 
 
 
 
 
 
 
  

  
（
旧
）
外
山 

弥
央 

ダ
イ
セ
ー
エ
ブ
リ
ー
二
十
四
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
平
松  

敬
大 

 
 
 
 
 
 
 
  

  

（
旧
）
井
芹  

明
彦 

 

マ
リ
ン
フ
ー
ズ
㈱ 

上
田 
賢
一 

 
 
 
 
 
 
 
  

  

（
旧
）
間
淵 
進
平 

 
 
 
 
 
 
 

  

㈱
西
日
本
児
湯
フ
ー
ズ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

岩
切 

雅
弘 

(

旧) 

佐
藤 

栄
次 

 

北
勢
工
業
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

岡
野 

英
樹 

(

旧) 

黒
住 

将
平 

㈱
ペ
ー
パ
ー
ッ
ク
ス
岡
山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹
内 

正
行 

(

旧) 

白
兼 

朗
弘 

岡
山
土
地
倉
庫
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

工
藤 

慎
二 

(

旧) 

大
室 

雅
寛 

㈱
エ
バ
ル
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

梶
原 

 

勝 
(

旧) 

渡
辺 

秀
明 

オ
ー
ジ
ー
物
流
㈱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
田 

裕
治 

(

旧) 

川
崎 
 

誠 
 

㈱
小
糸
製
作
所 

 

平
松 

弘
晃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

旧) 

山
口 

和
人 

  

㈱
サ
ン
・
エ
ク
ス 

 
 
 
 
 
 
 

 

中
村 

知
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

旧) 

酒
見 

正
義 

 

◆
社
名
変
更  

 

㈱
あ
ら
た 

岡
山
支
店 

→
㈱
あ
ら
た 

中
四
国
支
社
営
業
統
括
部 

第
一
営
業
部
岡
山
オ
フ
ィ
ス 

 

東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱ 

→
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱ 

     

  

総
務
委
員
会 

 
◇
平
成
三
十
年
度
第
一
回 
 

五
月
十
六
日 

 
三
十
年
度
通
常
総
会
の
日
程
及
び
提
出
議

案
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

 

役
員
会 

 

◇
平
成
三
十
年
度
第
一
回 

 
  

六
月
四
日 

 

三
十
年
度
通
常
総
会
の
日
程
及
び
提
出
議

案
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。 

          

 

   

                                    

   

▼
大
阪
北
部
地
震
及
び
西
日
本
豪
雨
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
、
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
大
規
模
な
災
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。
比
較
的
災
害
の
少
な
い
岡
山
県

で
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
協
定
締
結
以
降

初
め
て
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
が
物
資
拠
点

と
し
て
稼
動
し
ま
し
た
。
一
刻
も
早
く
、
被

災
地
へ
必
要
な
物
資
が
運
ば
れ
、
不
自
由
の

な
い
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

▼
四
年
に
一
度
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
に
日
本

中
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
関
心
の
低
さ
が
取

り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
手
の
ひ
ら
を

返
し
た
よ
う
に
、
各
試
合
三
〇
％
超
の
高
視

聴
率
を
記
録
し
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
８
の
壁
は

超
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
四
年
後
の
活

躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。 

▼
今
年
六
月
、
歴
史
上
初
と
な
る
米
朝
首
脳

会
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
和
に
向
け
幾
つ

か
の
共
同
声
明
は
出
さ
れ
た
も
の
の
、
最
大

の
懸
案
で
あ
る
完
全
非
核
化
や
拉
致
問
題

に
つ
い
て
は
具
体
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
果
た
し
て
こ
の
会

談
は
成
功
だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
後
の
進
展
に
注
目
で
す
。 

    

 

 

 

会
員
動
向
（
平
成
三
十
年
一
月
以
降
） 

会
議
等
報
告 

名刺印刷 は
流通センター事務局へ 
 

御注文・お問合せは TEL 086-292-5551 まで 

モノクロ印刷 片面：510円～ 

両面：630円～ 

カラー印刷  片面：940円～ 
両面：1,580円～ 

当日お渡しも可能です！ 

 

自
社
清
掃
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い 

【
貸
出
用
具
一
覧
】（
燃
料
付
） 

草
刈
機 

高
枝
ば
さ
み 

ス
コ
ッ
プ
・
鎌 

ほ
う
き
・
熊
手 

ね
こ
車
・
ノ
コ 

ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー 

ジ
ョ
レ
ン 

等 
  

※
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
故
障
に
つ
き 

現
在
貸
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

ご
了
承
下
さ
い
。 

社
名
・
代
表
者
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

当
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

編
集
ノ
ー
ト 

期間 

～９月３０日まで 

事務局に最新版の『大規模災害等非常時 

ハンドブック』をご用意しています。複数部 

必要な方は、事務局までご連絡下さい。 


